
イ
ｊ
１
ｊ
１
ｆ
、
ｒ
ｊ
、
ｆ
、
／
、
〃
、
〆
、
く
Ｊ
、
ｆ
ｊ
１
ｌ
１

書
評
・
紹
介

、
Ｊ
、
ｊ
ｑ
ｊ
ｒ
１
ｆ
、
く
Ｊ
、
く
Ｊ
、
ｊ
、
ノ
、
く
Ｊ
、
ｆ
ｊ
、
ｆ

本
書
は
晴
の
天
台
大
師
智
顎
奇
麗
１
９
ｓ
が
講
説
し
、
そ
の
弟
子
灌
頂

が
筆
録
し
修
治
し
た
『
摩
訶
止
観
』
沁
巻
に
関
す
る
研
究
書
で
あ
り
、
著
者

は
一
一
－
ル
・
ド
ナ
ー
（
ｚ
①
畠
己
○
口
ロ
日
）
と
ダ
｜
ニ
ー
ル
。
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン

ｅ
凹
昌
里
国
．
陣
①
ぐ
の
口
切
。
口
）
の
両
氏
で
あ
る
。
前
者
は
「
摩
訶
止
観
」
の
研

究
と
翻
訳
に
よ
っ
て
、
後
者
は
初
期
天
台
に
お
け
る
四
種
三
昧
行
の
研
究

に
よ
っ
て
、
共
に
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
か
ら
吋
口
口
を
取

得
し
て
い
る
。
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
博
士
は
現
在
、
カ
ン
ザ
ス
大
学
の
己
の
‐

圃
昇
目
①
日
呉
罰
呂
四
○
扇
鯉
口
目
＄
の
中
国
仏
教
の
教
授
の
職
に
あ
る
。

序
文
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
Ｎ
・
ド
ナ
ー
博
士
の
博
士
論
文
（
一
九
七
六

年
に
提
出
。
『
摩
訶
止
観
」
「
大
章
」
章
の
英
訳
を
含
む
）
を
。
ヘ
ー
ス
に
し

て
お
り
、
そ
れ
に
Ｄ
・
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
博
士
の
論
文
を
加
え
、
更
に
英

訳
の
部
分
を
全
体
に
わ
た
っ
て
再
点
検
し
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

前
後
二
部
で
構
成
さ
れ
、
第
一
部
弓
摩
訶
止
観
』
と
天
台
仏
教
の
伝
統
」

に
は
次
の
３
篇
の
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

心
ｕ
ｚ
①
巳
。
○
口
ロ
関
伊
ロ
。
。
砂
昌
２
国
．
、
前
ぐ
①
口
８
口
生
月
茸
①
月
の
謀
具

ｚ
①
巴
ロ
（
旨
口
角
、
ロ
包
己
画
昌
巴
国
．
ｍ
扇
ぐ
①
ロ
８
口
”

弓
面
①
の
時
①
ｇ
ｏ
巴
ヨ
旨
ｍ
煙
冨
哩
○
○
霞
厨
冒
巳
鼻
さ
画

ｌ
』
艶
壁
暑
画
員
煙
曽
ｓ
ミ
ミ
割
き
閉
言
戴
ミ
ミ
罫
、

、

罰
量
。
富
萱
ミ
ミ
皇
啓
‐
房
冨
？
言
９
房
’
百
胃
〕
Ｉ

山
野
俊

郎

昏
①
冨
早
ざ
。
雪
苧
言
墨
窩
（
『
摩
訶
止
観
』
）

②
ロ
ロ
昌
巴
国
陣
の
ぐ
の
届
○
口
”
日
常
津
鼻
５
９
９
①
冨
亨
言
・
言
‐

ざ
冨
惠
冒
昏
①
目
〕
５
国
弁
）
巴
（
天
台
）
月
日
昌
武
○
口

③
ｂ
四
日
巴
国
．
陣
①
ぐ
の
ｐ
ｍ
Ｏ
月
月
冨
即
○
亘
①
白
い
武
○
昌
昏
①
ミ
？
宮

Ｓ
碁
‐
矛
星
§
｝
四
口
。
目
》
蔚
早
叱
昌
国
尉
さ
拭
討

ま
た
、
第
二
部
で
は
『
摩
訶
止
観
』
巻
一
’
二
の
「
大
章
」
章
角
邑
』

旨
ｌ
曽
乞
の
英
訳
文
が
豊
富
な
脚
注
と
共
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

欧
米
の
学
者
に
よ
っ
て
著
わ
さ
れ
た
天
台
智
韻
の
教
学
思
想
に
関
す
る

本
格
的
な
研
究
害
は
、
本
書
で
三
冊
目
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
初
に
智

韻
の
思
想
を
欧
米
に
紹
介
し
た
英
文
の
本
格
的
な
学
術
書
は
、
ア
メ
リ
カ

の
レ
オ
ン
・
ハ
ー
ヴ
ィ
ッ
（
；
。
。
ｐ
国
日
く
旨
）
博
士
の
労
作
『
、
Ｑ
］
ｇ
‐
具
智

顎
）
“
シ
ロ
目
前
○
目
ｏ
丘
○
唇
甘
昏
①
冒
雷
Ｐ
且
国
①
隠
具
四
ｏ
宮
口
①
の
①

国
色
目
巨
習
旨
○
月
》
》
（
一
九
六
二
年
）
で
あ
る
。
こ
の
著
述
で
は
、
主
と

し
て
天
台
教
判
の
所
謂
〃
五
時
八
教
″
の
シ
ス
テ
ム
に
従
っ
て
智
顎
の
教

学
思
想
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
智
顎
の
伝
記
が
豊
富
な
資
料
に
も
と

づ
き
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
一
九
八
九
年
に
は
、
ポ
ー
ル
・
ス
ワ
ン

ソ
ン
（
弓
四
巳
⑳
言
四
ｐ
ｍ
Ｏ
ｐ
）
博
士
の
《
《
蜀
○
屋
且
昌
○
口
の
具
昏
の
弓
５
口
‐
弓
昌

里
号
の
名
ご
Ｉ
目
。
国
。
弓
の
国
品
旦
昏
の
目
君
○
国
屋
９
ｍ
目
の
。
ｑ

旨
の
宮
口
の
の
①
閃
巨
目
匡
切
目
－
ご
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
天
台
の

教
学
思
想
を
〃
五
時
八
教
″
に
従
っ
て
解
説
し
よ
う
と
す
る
従
来
の
傾
向

に
批
判
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
著
作
で
は
智
顎
教
学
の
中
心
的
概
念

で
あ
る
三
諦
説
に
注
目
し
、
広
い
教
学
史
的
観
点
を
踏
え
つ
つ
、
『
法
華

玄
義
』
の
記
述
の
分
析
を
通
し
て
、
三
諦
説
の
形
成
と
本
質
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る
。
Ｐ
・
ス
ワ
ン
ソ
ン
博
士
の
著
作
が
天
台
教
学
の
理
論
部
門
を
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代
表
す
る
『
法
華
玄
義
』
の
主
題
を
正
面
か
ら
取
り
扱
う
も
の
で
あ
っ
た

の
に
対
し
て
、
昨
年
に
出
版
さ
れ
た
ゞ
《
弓
馬
。
Ｈ
⑦
鼻
の
巴
目
掲
四
且

９
国
言
目
豆
“
陸
。
国
（
『
摩
訶
止
観
』
）
Ｉ
少
嘩
匡
島
鱒
昌
衿
目
旦
鼻
２

日
目
目
宮
武
○
国
具
昏
○
吋
胃
黒
。
ｇ
、
鴬
①
Ｈ
ｇ
○
匡
写
居
冨
○
台
Ｃ
Ｏ
宮
亭

盲
目
』
）
は
天
台
仏
教
の
実
践
修
道
に
関
す
る
代
表
的
著
述
で
あ
る
『
摩

訶
止
観
」
を
と
り
あ
げ
、
『
摩
訶
止
観
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
っ
う
て
論
じ
、

そ
し
て
そ
の
「
大
意
」
章
の
英
訳
を
収
め
る
。
『
摩
訶
止
観
』
の
本
格
的
な

研
究
害
で
あ
る
本
書
が
公
刊
さ
れ
た
こ
と
は
、
と
く
に
欧
米
に
お
け
る
天

台
学
や
中
国
仏
教
学
の
研
究
の
進
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、

斯
学
に
と
っ
て
誠
に
慶
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

第
一
部
の
３
篇
の
論
文
に
お
い
て
は
『
麟
訶
止
観
』
に
関
わ
る
諸
問
題

が
論
述
さ
れ
て
い
る
。
の
の
論
文
で
は
、
「
摩
訶
止
観
』
の
主
題
や
構
成
な

ど
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
情
報
が
説
示
さ
れ
、
ま
た
「
大
意
」
章
と
『
摩

訶
止
観
』
全
体
の
相
互
関
係
が
論
じ
ら
れ
る
。
次
い
で
、
⑨
及
び
側
の
，

・
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
博
士
の
論
文
で
は
、
唐
代
か
ら
宋
代
に
か
け
て
の
天

台
宗
の
歴
史
的
展
開
の
中
で
、
『
摩
訶
止
観
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
に
ど
の

よ
う
な
課
題
が
荷
わ
さ
れ
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
其
の
ス
テ
ー
タ

ス
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
か
と
い
う
問
題
が
、
文
化
史
的
な
側
面
か
ら
解

明
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
第
二
部
の
翻
訳
は
、
大
正
大
蔵
経
第
四
十
六
巻

に
収
め
ら
れ
る
『
摩
訶
止
観
』
の
テ
キ
ス
ト
の
当
該
部
分
を
底
本
と
し
て

行
わ
れ
、
そ
し
て
、
訳
出
に
あ
た
っ
て
は
、
『
仏
教
大
系
』
巻
二
十
二
’

二
十
六
所
収
の
『
摩
訶
止
観
』
の
本
文
に
会
合
さ
れ
た
湛
然
著
『
止
観
輔

行
伝
弘
決
」
、
証
真
著
『
止
観
輔
行
私
記
』
、
擬
空
著
『
摩
訶
止
観
輔
行
講

義
』
、
及
び
守
脱
著
「
摩
訶
止
観
輔
行
講
述
」
の
四
種
の
主
要
な
注
釈
書
が

参
照
さ
れ
た
と
い
う
。
関
口
真
大
校
注
『
摩
訶
止
観
ｌ
禅
の
思
想
原
理

ｌ
』
上
下
二
巻
（
岩
波
文
庫
、
一
九
六
六
）
や
、
最
近
出
版
さ
れ
た
村

中
茄
生
訳
『
摩
訶
止
観
』
（
「
大
乗
仏
典
」
中
国
・
日
本
篇
６
、
一
九
八
八
）

と
新
田
雅
章
訳
『
摩
訶
止
観
』
（
「
仏
典
講
座
」
妬
、
一
九
八
九
）
を
も
参

看
し
、
ま
た
、
山
田
和
夫
編
『
摩
訶
止
観
一
宇
索
引
』
（
一
九
八
五
）
や
中

国
仏
教
研
究
会
編
『
摩
訶
止
観
引
用
典
拠
総
覧
』
（
一
九
八
七
）
な
ど
の

参
考
図
書
類
も
、
翻
訳
上
有
益
で
あ
っ
た
と
述
ぺ
て
い
る
（
序
文
圏
ぐ
！

×
ぐ
）
。以

下
、
第
一
部
の
論
文
の
詳
し
い
紹
介
や
論
評
は
割
愛
し
、
第
二
部
の

『
摩
訶
止
観
』
「
大
意
」
章
の
英
訳
に
つ
い
て
感
想
や
疑
問
な
ど
を
少
し
く

述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

英
訳
の
文
章
に
触
れ
て
ま
ず
痛
感
す
る
の
は
、
漢
語
の
仏
教
専
門
用
語

を
英
語
に
移
し
変
え
る
こ
と
の
困
難
さ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
翻
訳
者
の

苦
労
が
窺
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
も
出
て
く
る
「
止
観
」

と
い
う
用
語
を
英
訳
す
る
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
一
つ
の

漢
字
に
は
通
常
い
く
つ
か
の
意
味
が
含
ま
れ
る
。
止
と
観
と
い
う
漢
字
に

は
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
意
味
が
あ
る
と
智
顎
は
説
明
す
る
（
『
摩
訶
止
観
』
巻

三
上
・
釈
名
）
。
す
な
わ
ち
、
「
止
」
の
意
味
は
第
一
に
心
の
散
乱
や
邪
念

が
治
ま
り
静
ま
る
こ
と
で
あ
り
（
「
止
息
」
）
、
第
二
に
は
煩
悩
が
止
息
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
現
前
す
る
境
涯
に
安
住
し
停
住
し
て
不
動
な
る
こ
と
て
あ

り
（
「
停
止
」
）
、
そ
し
て
第
三
に
は
、
本
来
無
明
と
法
性
は
相
即
す
る
も
の

で
あ
り
、
無
明
と
法
性
は
共
に
止
・
不
止
の
観
念
を
超
え
て
い
る
が
、
仮

に
無
明
を
不
止
と
呼
び
、
そ
れ
に
対
し
て
法
性
を
止
と
称
す
る
の
で
あ
る

（
「
対
不
止
止
」
）
、
と
説
か
れ
る
。
一
方
、
「
観
」
に
も
、
「
止
」
の
三
義
に
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対
応
し
て
、
三
通
り
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
「
絶
待
止
観
」
と

い
う
用
語
に
お
い
て
は
、
「
止
観
」
と
は
も
は
や
単
な
る
宗
教
的
実
践
を

示
す
言
葉
で
は
な
く
、
善
悪
の
相
対
を
超
え
、
煩
悩
即
菩
提
や
生
死
即
浬

梁
の
円
理
が
体
証
さ
れ
た
実
相
の
世
界
そ
の
も
の
を
意
味
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
止
と
観
の
字
義
に
従
っ
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な
解
釈
が
加
え
ら
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
漢
字
の
多
義
性
に
も
と
づ
く
「
止
観
」
と
い
う
用
語

の
奥
深
く
混
然
と
し
た
印
象
が
、
《
《
・
巳
自
侭
色
目
８
貝
①
昌
種
胃
旨
目
》
』

と
い
う
訳
語
で
は
平
板
な
も
の
に
変
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

漢
語
の
原
意
の
香
り
を
残
し
つ
つ
、
一
つ
の
訳
語
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
翻
訳
者
の
苦
労
が
偲
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。

『
摩
訶
止
観
」
の
翻
訳
に
お
い
て
、
著
者
は
特
に
湛
然
令
巨
Ｉ
認
巴

の
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
の
解
釈
を
実
に
こ
ま
め
に
参
照
し
て
い
る
。
そ

れ
に
も
と
づ
い
て
簡
略
で
難
解
な
『
摩
訶
止
観
』
の
原
文
が
注
意
深
く
正

確
に
訳
出
さ
れ
て
お
り
、
信
頼
で
き
る
英
訳
文
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

脚
注
に
は
し
ば
し
ば
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
の
注
釈
の
訳
文
が
長
々
と
紹

介
さ
れ
、
読
者
の
理
解
に
大
い
に
益
す
る
も
の
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
智
頻
が
扉
歳
の
折
り
に
荊
州
の
玉
泉
寺
で
行
っ
た
止
観
の
講

義
を
、
弟
子
の
灌
頂
が
筆
録
し
た
の
は
晴
の
開
皇
十
四
年
（
＄
と
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
以
降
、
現
行
の
『
摩
訶
止
観
一
が
成
立
す
る
ま
で
に
幾
つ

＊

か
の
段
階
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
智
領
の
講
説
を
う
け
て
ま

＊
佐
藤
哲
英
著
『
天
台
大
師
の
研
究
』
喝
國
忠
ｌ
ち
つ

ず
『
摩
訶
止
観
』
の
原
型
で
あ
る
「
聴
記
本
」
が
成
立
し
た
。
灌
頂
は
そ

の
後
こ
れ
を
更
に
整
理
し
（
「
整
理
本
」
）
、
次
い
で
修
治
が
加
え
ら
れ
（
「
修

治
本
」
）
、
そ
し
て
最
終
的
な
「
再
治
本
」
が
完
成
し
た
の
は
大
業
三
年

（
９
コ
か
ら
貞
観
六
年
合
龍
）
の
間
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
に
現
行
の

『
摩
訶
止
観
』
の
成
立
を
見
る
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
幾
つ

か
の
成
立
過
程
を
経
て
、
読
者
は
智
韻
の
肉
声
か
ら
ま
す
ま
す
遠
ざ
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
簡
略
で
あ
い
ま
い
な
部
分
を
多
く

含
み
、
難
解
さ
を
も
っ
て
鳴
る
『
摩
訶
止
観
」
の
本
文
に
、
該
博
な
知
識

を
も
と
に
詳
細
な
注
釈
を
施
し
、
後
世
の
『
摩
訶
止
観
』
解
釈
の
流
れ
に

決
定
的
な
方
向
を
与
え
た
の
が
、
中
国
天
台
宗
の
六
祖
荊
渓
湛
然
の
『
止

観
輔
行
伝
弘
決
』
如
巻
今
爵
年
頃
）
で
あ
っ
た
。
湛
然
は
『
摩
訶
止
観
』

に
引
用
さ
れ
る
経
文
の
典
拠
を
広
く
探
り
、
ま
た
、
儒
教
な
ど
の
外
典
の

豊
富
な
知
識
を
駆
使
し
て
本
文
中
の
語
句
の
意
味
や
字
義
を
明
ら
か
に
し
、

原
文
の
明
確
な
読
み
と
理
解
を
示
し
た
。
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
が
『
摩
訶

止
観
』
を
読
み
解
く
上
で
古
来
不
可
欠
な
注
釈
書
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
を

俟
た
な
い
。
し
か
し
、
一
方
で
、
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
の
湛
然
釈
を
全

面
的
に
依
用
す
る
こ
と
の
危
険
性
も
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
智

韻
が
『
摩
訶
止
観
』
を
講
説
し
て
よ
り
百
七
十
年
ほ
ど
後
に
成
立
し
た

「
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
湛
然
を
取
り
巻
く

当
時
の
天
台
宗
を
め
ぐ
る
独
自
な
歴
史
的
状
況
が
、
色
濃
く
反
映
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
他
宗
派
と
の
対
決
姿
勢
を
深
め
る
中
で
、
湛
然
は
自

宗
教
学
の
独
創
性
や
優
越
性
を
明
確
に
す
る
使
命
を
担
っ
て
い
た
。
智
顎

の
重
要
な
教
説
と
し
て
湛
然
が
と
く
に
強
調
し
た
性
具
説
、
一
念
三
千
説
、

十
境
十
乗
観
の
規
定
、
五
時
八
教
説
、
あ
る
い
は
法
華
超
八
説
な
ど
の
解

釈
に
、
そ
の
間
の
事
情
が
窺
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
教
説
が
必
ず
し
も
智

顎
の
考
え
方
と
全
同
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
湛
然
釈
を
通
し
て

『
摩
訶
止
観
』
の
原
文
を
読
み
解
い
て
い
く
上
で
、
こ
れ
は
特
に
留
意
さ
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る
・
へ
き
観
点
で
あ
る
。

次
に
、
本
書
の
詳
細
な
脚
注
に
盛
ら
れ
た
情
報
が
、
読
者
に
と
っ
て
大

変
有
益
で
あ
る
ケ
ー
ス
を
二
箇
所
ほ
ど
紹
介
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
弓
因
ら
’
函
陰
の
脚
注
ご
喝
こ
れ
は
『
摩
訶
止
観
』
（
巻
二

上
）
四
種
三
昧
章
中
の
「
常
行
三
昧
」
の
部
分
に
記
さ
れ
る
、
「
自
念
仏
従
何

所
来
…
：
・
心
作
仏
心
自
見
心
見
仏
心
是
仏
心
是
我
心
見
仏
」
角
急
〕
届
。
）

の
．
ハ
ラ
グ
ラ
フ
の
英
訳
文
に
対
し
て
付
け
ら
れ
た
注
記
で
あ
る
。
こ
の
見

仏
に
関
す
る
文
章
は
般
舟
三
昧
経
に
依
る
も
の
で
あ
り
、
大
変
重
要
な
経

文
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
全
体
が
混
乱
し
て
お
り
信
頼
が
置
け
ず
、
読
解

の
困
難
さ
に
お
い
て
悪
名
高
い
箇
所
で
あ
る
。
著
者
は
、
脚
注
に
お
い
て
、

こ
の
文
章
を
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
（
巻
二
之
一
）
の
注
釈
角
急
、
屋
号
）

に
従
っ
て
訳
出
し
た
旨
を
述
べ
、
そ
し
て
、
そ
の
注
釈
の
英
訳
文
を
長
々

と
引
用
し
紹
介
し
て
い
る
。
読
者
は
こ
の
脚
注
に
よ
っ
て
、
般
舟
三
昧

（
見
仏
）
に
関
す
る
天
台
流
の
解
釈
を
知
る
上
で
の
有
益
な
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。

次
に
、
固
習
○
の
脚
注
四
囲
。
『
摩
訶
止
観
』
（
巻
一
下
）
に
述
べ
ら
れ

る
六
即
の
第
三
「
観
行
即
」
の
説
明
に
お
い
て
、
「
如
壷
食
木
偶
得
成
字
是

た
ま
た
．
ま

患
不
知
是
字
非
字
」
（
録
木
を
食
ひ
て
偶
字
を
成
す
こ
と
を
得
る
も
、
是

の
患
是
の
字
非
字
を
知
ら
ざ
る
が
如
し
）
と
い
う
文
章
が
記
さ
れ
る
角

農
ご
豆
。
こ
の
文
章
が
経
典
の
文
句
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
『
摩
訶

止
観
』
の
原
文
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
が
、
脚
注
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
浬

＊

藥
経
（
南
本
）
巻
二
か
ら
の
引
用
文
（
日
届
．
臼
昏
）
で
あ
る
。
浬
藥
経

＊
智
顎
の
著
述
に
お
け
る
引
用
文
の
特
徴
に
つ
い
て
、
ポ
ー
ル
・
ス
ワ

ン
ソ
ン
博
士
に
次
の
論
考
が
あ
る
。

「
「
摩
訶
止
観
」
に
お
け
る
経
典
の
使
用
①
ｌ
新
「
引
用
学
」
の

試
み
ｌ
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
“
巻
第
２
号
所
収
、
ご
閏
）

で
は
、
側
専
ら
唯
だ
－
種
の
薬
（
教
え
）
で
も
っ
て
衆
生
の
あ
ら
ゆ
る
病

気
（
煩
悩
）
を
治
療
で
き
る
と
誤
解
し
た
稚
拙
な
医
者
（
仏
教
者
）
を
臂

え
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
『
摩
訶
止
観
」
の
当
該
個
所
に
お
い
て
は
、

こ
の
経
文
は
、
②
観
行
実
践
（
観
行
即
）
が
単
な
る
聞
法
（
名
字
即
）
に

勝
る
こ
と
を
示
す
臂
え
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
臂
え
が
本
来
と
は
異

っ
た
意
味
合
い
に
転
用
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
し
か
し
又
、
四
種
三
味
章
の

末
尾
に
お
い
て
（
目
急
．
勗
○
）
、
衆
生
を
惑
わ
す
無
知
で
傲
慢
な
禅
師
を

激
し
く
批
難
す
る
箇
所
で
、
智
頒
は
右
記
の
の
②
の
意
味
合
い
を
兼
る
響

え
と
し
て
此
の
経
文
を
引
用
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
情
報
が
脚

注
函
認
の
説
明
を
通
し
て
読
者
に
与
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
翻
訳
上
疑
問
に
思
わ
れ
る
語
句
の
二
、
三
を
取
り
あ
げ
、
私

見
を
述
ぺ
て
み
た
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
以
下
に
指
摘
す
る
よ
う
な
些

細
な
問
題
に
よ
っ
て
本
書
の
価
値
は
い
さ
さ
か
も
減
ず
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
ず
、
「
南
岳
事
慧
文
禅
師
、
当
斉
高
之
世
独
歩
河
准
、
法
門
非
世
所

つ
か

知
、
履
地
戴
天
莫
知
高
厚
」
（
南
岳
は
慧
文
禅
師
に
事
ふ
。
斉
高
の
世
に

当
っ
て
河
〔
北
〕
准
〔
南
〕
に
独
歩
す
。
法
門
は
世
の
知
る
所
に
あ
ら
ず
。

地
を
履
み
天
を
戴
ひ
て
高
厚
を
知
る
こ
と
莫
し
）
（
Ｈ
急
』
弓
）
の
灌
頂
の

序
文
の
一
節
に
対
す
る
訳
文
（
本
書
や
］
急
急
．
国
ｌ
や
］
Ｓ
造
Ｌ
）
に

つ
い
て
考
え
て
み
る
。
こ
の
文
中
の
「
独
歩
」
の
語
に
つ
い
て
畦
然
は
、

「
化
を
競
う
者
無
き
が
故
に
独
歩
と
云
ふ
」
角
急
》
岳
皆
）
と
注
釈
す
る
。

こ
れ
を
著
者
は
脚
注
印
に
お
い
て
、
《
．
Ｆ
８
房
①
房
・
日
ロ
ｇ
ぐ
詩
乱
曽

○
昏
臼
、
皆
Ｈ
８
固
く
①
Ｈ
蕨
曽
①
蔚
弾
閏
蔚
《
言
Ｐ
ロ
号
門
＆
巴
○
冒
の
）
、
》
と
訳
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し
て
お
り
、
つ
ま
り
、
慧
文
が
他
の
仏
教
者
た
ち
と
教
化
の
活
動
を
競
い

合
う
こ
と
も
な
く
、
他
者
と
関
わ
り
合
う
こ
と
も
な
く
、
人
知
れ
ず
河
北

・
准
南
の
地
を
遊
行
し
た
、
と
了
解
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
誤
読

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
慧
文
に
関
す
る
上
記
の
文
章
は
、
彼
の
法
門
や
教

化
活
動
の
素
晴
ら
し
さ
を
顕
彰
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ

り
、
そ
れ
は
む
し
ろ
、
次
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
慧
文
と
教
化
活
動
を
競
い
合
え
る
仏
教
者
は
他
に
無
く
、
そ
の
法

門
は
当
時
の
人
々
の
思
い
も
及
ば
ぬ
ほ
ど
深
く
豊
か
な
内
容
を
持
つ
も
の

で
あ
り
、
彼
の
教
化
は
河
北
・
准
南
の
地
に
及
ん
で
い
た
、
と
。
湛
然
も

上
記
の
文
章
を
、
そ
の
よ
う
な
意
味
合
い
に
注
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

後
世
の
資
料
で
は
あ
る
が
、
『
続
高
僧
伝
』
巻
十
七
の
慧
思
伝
に
見
ら
れ

る
「
時
に
禅
師
慧
文
、
徒
数
百
を
聚
む
。
衆
の
法
清
粛
に
し
て
道
俗
高
尚

す
」
角
邑
閻
ｇ
ｏ
）
と
い
う
記
述
も
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
「
履
地

戴
天
、
莫
知
高
厚
」
と
い
う
文
章
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
『
旬
子
』
勧
学
の

「
不
登
高
山
、
不
知
天
之
高
也
。
不
臨
深
熱
、
不
知
地
之
厚
也
」
と
い
う

記
述
も
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
を
参
考
に
す
れ
ば
、

「
履
地
戴
天
、
莫
知
高
厚
」
と
い
う
文
章
は
、
「
慧
文
の
真
価
が
分
ら
ぬ
世

間
の
者
た
ち
に
と
っ
て
、
彼
の
法
門
の
深
さ
（
高
）
と
豊
か
さ
（
厚
）
は
全
く

想
像
だ
に
及
ば
ぬ
も
の
だ
」
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
「
或
従
知
識
、
或
従
経
巻
、
間
上
所
説
一
実
菩
提
」
（
或
は
知
識

に
従
ひ
、
或
は
経
巻
に
従
ひ
て
、
上
に
説
く
所
の
一
実
菩
提
を
聞
く
）
角

急
．
邑
豆
と
い
う
文
章
に
お
い
て
、
‐
「
知
識
」
と
い
う
語
句
が
↑
《
胃
圃
○
』
〕
巳

凹
β
室
曾
曽
冨
］
］
８
ぃ
》
》
と
訳
さ
れ
て
い
る
（
本
書
や
皆
ｏ
蔦
．
こ
。
し
か
る
に
、

こ
こ
に
言
う
「
知
識
」
と
は
単
な
る
知
人
の
こ
と
で
は
な
く
、
「
善
知
識
」

の
こ
と
で
あ
る
。
目
怠
》
胃
の
聞
法
発
心
を
説
く
部
分
に
「
或
従
仏
及

善
知
識
、
或
従
経
巻
、
聞
生
滅
一
句
」
と
い
う
類
似
の
文
章
が
あ
り
、
著

者
は
こ
の
文
中
の
「
善
知
識
」
を
正
し
く
《
《
急
○
鼻
ご
名
目
目
昌
冒
①
且
い
》
」

と
訳
出
し
て
い
る
（
本
書
や
』
ご
息
．
巴
。

な
お
、
終
わ
り
に
、
『
摩
訶
止
観
』
の
翻
訳
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い

が
、
本
書
の
第
二
章
の
冒
頭
部
で
長
く
引
用
さ
れ
て
い
る
『
仏
祖
統
紀
』

巻
六
の
英
訳
文
に
つ
い
て
、
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
そ
の
「
自
夫
経
論

ｌ
そ

わ
た
よ

東
度
、
教
満
真
丹
」
（
夫
れ
経
論
の
東
に
度
り
し
自
り
、
教
は
真
丹
に
満

つ
）
角
色
息
司
。
）
の
文
章
中
の
「
真
丹
」
と
い
う
語
句
を
、
著
者
は

《
《
の
胃
月
旦
帥
屋
農
》
》
（
真
実
の
錬
金
薬
）
と
訳
し
て
い
る
（
本
書
や
巴
ゞ

一
団
ｉ
ｓ
。
し
か
る
に
、
例
え
ば
、
『
摩
訶
止
観
』
巻
五
下
「
破
法
遍
」
の

章
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
の
仏
陀
と
中
国
の
老
子
・
荘
子
と
を
比
較
し
て
、

「
仏
迩
世
世
是
正
天
笠
金
輪
刹
利
。
荘
老
是
真
丹
辺
地
小
国
柱
下
害
史
、

宋
国
漆
園
吏
」
（
仏
の
通
は
世
世
に
是
れ
正
天
笠
の
金
輪
刹
利
な
り
。

荘
老
は
是
れ
真
丹
辺
地
の
小
国
柱
下
の
書
史
、
宋
国
の
漆
園
吏
な
り
）

角
怠
』
急
。
）
と
述
べ
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
又
、
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻

四
之
二
で
は
「
振
丹
」
、
「
震
丹
」
、
及
び
「
真
丹
」
が
共
に
中
国
を
意
味
す

る
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
る
角
怠
』
誤
昏
）
。
こ
の
よ
う
に
「
真

丹
」
と
は
〃
真
実
の
丹
薬
″
の
意
で
は
な
く
、
中
国
の
こ
と
で
あ
る
。

（
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